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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，既設のグランドアンカー補強のり面の合理的な維持・管理を行うために，グランドア

ンカー補強のり面の経過年数に伴う損傷率を推定できるモデルおよび打音診断技術を活用した緊張

力推定法を構築し，今後の補強・補修が必要となるのり面の抽出ならびにその対策の優先順位の提

案を行ったものである。さらに，高速道路のり面の新たな補強技術として，排水機能を有する羽根

付き有孔鋼管による地盤補強工法を開発し，原位置試験と数値解析により排水効果と補強効果の面

からその有効性を検証しているものであり，防災地盤工学上，寄与するところが大きい。 
よって，本論文は博士（工学）の学位に値するものと認める。 

 
 
 
 
 
 
 
 


